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松尾：それでは、始めさせていただきます。まず、2ページ目に本日のアジェンダを示しておりま

す。まず、2019年度第 3四半期決算の概要についてご説明した後に、年間の業績修正についてご

説明いたします。 

それでは、第 3四半期決算の概要についてご説明いたします。 

 

まず、スライド 4ページ目に連結経営成績のサマリーを示しております。カラムとしましては左か

ら、昨年 10月 30日に修正した通期予想、4月-12月の実績、そして通期予想に対する進捗率を示

しており、さらに参考として 2018年度の同期の実績と UP率、増減額を示しております。 

まず、売上高につきましては、実績値 2,535億円、進捗率といたしましては 69.1%、対前年からは

4.4%のダウン、額としましては 117億円の減収となりました。一方で、営業利益につきまして

は、992億円の実績、進捗率 66.2%、対前年からは 1.9%のアップ、額としましては 18億円の増

益。経常利益につきましては、1,149億円の実績、進捗率 67.0%、対前年 0.6%のダウンと、8億円

の減益となっております。これを受けまして、四半期純利益につきましては、908億円、進捗率が

67.3%で、対前年からは 3.7%のダウン、額としましては 35億円の減益となりました。 



 
2020 年 3 月期第 3 四半期決算カンファレンスコール 

 
 

 

営業利益につきましては、前年同期実績に対して増益で着地をしておりますが、国内医薬品事業の

進捗の遅れによって売上高が通期予想に対して軟調に推移したため、経常利益、四半期純利益とも

に対前年でマイナスの着地となりました。この進捗状況を受け、後半でご説明いたしますが、通期

の業績予想を修正させていただきます。 

期中の平均為替レートにつきましては、右下のテーブルにございますように 3通貨ともに円安で進

行いたしました。 

 

続きまして、スライド 5ページ、損益計算書でございます。 

売上高は、実績値 2,535億円ということで、進捗率 69.1%、対前年 117億円の減収となりました。

今期にも、前年同様にゾフルーザの研究開発の成果に関する Roche社からのマイルストン収入を

得ておりますが、前年度に比較して金額が大きく減少したことが減収の主要因でございます。 

この減収に対しまして、海外子会社、一般用医薬品の増収、HIV フランチャイズからのロイヤリテ

ィー収入の伸びなどによって埋め合わせを図りましたが、今期では、国内医療用医薬品の売上高、
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特にゾフルーザの売上高が対前年で減少したことによって、このマイルストン収入減による減収幅

の圧縮が不十分となってしまいました。詳細については後ほどご説明いたします。 

売上原価につきましては、410億円、73.2%の進捗、対前年からは 6億円の増となっております。

こちらは、ゾフルーザの輸出の増加や、原価率が比較的高い古い抗生剤や一般用医薬品等が伸びた

ことによって、対前年でアップしております。また、進捗率もやや進んで進行いたしました。 

この結果、売上総利益としましては、2,125億円、対前年からは 123億円の減となっております。 

一方、販売費・一般管理費につきましては、実績値 1,133億円ということで、進捗率といたしまし

ては 70.4%、対前年からは 142億円の減となっております。販売・管理費につきまして 787億

円、対前年で 43億円の増となっております。 

一方、研究開発費が、346億円の実績、対前年で 184億円の減となっておりまして、これが一般管

理費の大きな減となっております。これにつきましては、前年度に設定した戦略的事業投資で 148

億円ございましたので、この実績の反動として減少していることが主要因でございます。また、通

常の研究開発活動としましては、計画どおりに進捗させておりますが、コストとしましては対前年

で 36億円の減となっております。 

以上の結果、営業利益としましては、992億円の実績値、進捗率 66.2%の結果でございます。売上

高が対前年で減少する一方で、研究開発が減少することによって対前年からは 18億円の増となっ

ております。 

続きまして、営業外損益につきましては、156億円の実績、対前年からは 26億円の減となってお

ります。ViiV社からの配当金につきましては、ほぼ予想どおりの収入を得ましたが、前年度は通常

受取分の配当金に加えまして、臨時配当金を受領しておりました。この臨時配当金の影響によっ

て、今年度では対前年での減少となっております。また、前年同期に比べて為替が円高となってい

ることも、対前年の減少に影響しております。 

以上により、経常利益は 1,149億円、対前年からは 7億円の減という結果でございました。 

また、四半期純利益につきましては、908億円、対前年からは 35億円の減という結果でございま

す。四半期純利益の対前年増減に関しましては、研究開発費に伴う前年の税額控除額が今期に比較

して多かったため、今期はその反動で法人税の額が多くなって、その影響を受けていることが影響

しています。 
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続きまして 6ページ、損益計算書における対前年度の主な増減要因を整理したものですので、ご参

照ください。米印で当四半期の特記すべき増減要因を示しておりますので、ご参照ください。 

ご説明いたしましたように、売上高は、国内医療用医薬品の売上高の減少と、ゾフルーザに関する

Roche社からのマイルストン収入の前年との差額が減収要因となっております。 

経費面では、販売費・管理費が、Cefiderocolを中心とした海外プレローンチ活動や、医薬品の売

上拡大によって増加している一方で、前年度の戦略的事業投資の影響によって、研究開発費が減少

して営業増益となっております。 

営業外損益につきましては、ViiV 社からの臨時配当金の反動と為替の影響でございます。 

一方、特別損益に関して、対前年度増加しておりますが、法人税等が先ほどご説明いたしましたよ

うに増加しておりますので、四半期純利益としては減益になっております。 
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それでは、売上高の結果につきましては、次の 7ページで事業別に説明いたします。 

まず、国内医療用医薬品でございますが、4月-12月の実績値として 820億円、進捗率 56.9%であ

り、ご説明いたしましたように、対前年からは 7.2%のダウン、額にして 63億円の減収となってお

ります。この第 3四半期において、ゾフルーザが対前年で大きく遅れたことが主な要因となってお

りますが、この製品別の詳細につきましては、後ほど改めてお示しいたします。 

次に、海外子会社/輸出関連につきましては、240億円の実績ということで、進捗率 76.4%、対前

年で 19億円の増収となっております。米国シオノギ Inc.におきまして実績値が 85億円、対前年で

9億円の減収となっておりますが、この減収は Symproicに関する一時金の収入を 2018年度

Purdue社、今年度に BioDelivery Sciences International社からそれぞれ受領しております。主に

その差額によるものが、この減収の要因となっております。 

一方で、中国 C&Oにおきましては、ラベプラゾールの売上高が順調に拡大した結果、対前年で

24.7%のアップ、20億円の増収と、貢献しております。 
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製造受託につきましては、ゾフルーザの輸出の増加が寄与しており、実績値 120億円、対前年

30.5%アップの 28億円の増収です。 

一般用医薬品につきましては、実績値 75億円。昨年 1月に開始した健康食品事業の寄与と、カテ

ゴリの新製品の拡大によって、対前年で 12億円の増収でございました。 

一方、ロイヤリティー収入につきましては 1,264億円の実績で、対前年から 111億円の減収でご

ざいます。この減収の主要因は、ゾフルーザの研究開発の成果に関する Roche社からのマイルス

トンの前年との差額になっております。こちら、その他ロイヤリティーの対前年増減、下のほうに

示しておりますが、こちらをご参照ください。 

一方で、HIV のフランチャイズからのロイヤリティー収入は、実績値 945億円。こちらは対前年で

47億円の増額と、順調に推移しております。ViiV 社における堅調なグローバル販売に加え、

Threshold期間の終了に伴う増額の結果でございます。クレストールにつきましては実績値 166億

円で、前年並みでございます。 

以上から、トータルの売上高は、2,535億円、対前年 117億円の減となっております。 
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続きまして、8ページに事業別の売上高における対前年比較と増減要因を整理しております。同じ

ように、※印に今期のトピックを記載しております。 

ご覧のとおり、図の下のほうにありますが、Roche社からのマイルストン収入、こちらの大幅減を

主要因としたロイヤリティー収入の減。これに加えまして、国内医療用医薬品の減収、これらを

HIV フランチャイズからのロイヤリティー収入、製造受託、海外子会社/輸出、一般用医薬品の拡

大で一部吸収して、減収幅を圧縮しております。 

計画としましては、国内医療用医薬品でも増収を確保して、この減収幅のさらなる圧縮を目指して

おりましたが、今回この国内医療用医薬品において進捗の遅れが認められましたので、これによっ

て、10月 30日の修正した通期予想の達成に大きな影響をおよぼす主な要因として考えておりま

す。製品別につきましては、次のページで説明いたします。 

 

9ページ、国内医療用医薬品の売上高を示しております。 

まず、戦略品につきまして、サインバルタですが、202億円の実績、68.9%の進捗率でございま

す。こちら発売 10年目となりますが、引き続き拡大を継続させ、対前年で 8.5%のアップ、額にし
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て 16億円の増収となりました。対前年では伸ばすことができておりますが、目標からは不満が残

る進捗状況でございます。 

次に、インチュニブにつきましては、実績値 71億円、対前年で 79.5%のアップ、額にして 31億

円の増収となりました。しかしながら、通期予想に対する進捗率は 51.8%と、大きく遅れる結果と

なっております。 

ビバンセについては 12月に発売いたしました。 

インフルエンザファミリーにつきましては、計画としましては第 4四半期に若干偏りがあるもの

の、こちらゾフルーザの 4月-12月の実績値、こちらが 3.8億円でございます。これは対前年で 96

億円の大幅な減収という結果でございました。対前年同期では、発売後、初の本格的なシーズン入

りに備えた初期配荷がありまして、売上が先行していた面はありましたが、このような大幅減収に

なりましたので、課題と対処について後ほど改めて詳しく説明いたします。 

ラピアクタ、ブライトポックについては、対前年で 30%近くのアップで進捗しております。 

以上、戦略品合計としましては、実績値 294億円であり、サインバルタ、インチュニブの増収が

あるものの、合計値では、対前年で 13.1%のダウン、44億円の減収という結果となりました。こ

ちらゾフルーザ同様、サインバルタ、インチュニブについても課題と対処方針について、追って説

明いたします。 

オキシコンチン類につきましては、対前年で 9億円の減収と、ジェネリックの影響を受けておりま

すが、実績値としましては 49億円、進捗率は 76.2%であり、想定内で進捗しております。 

これにスインプロイク、アシテア、ムルプレタ、ピレスパを加えた新製品の合計では、411億円の

実績、対前年 9.7%のダウン、44億円の減収という結果でございます。 

クレストール、イルベタン類につきましては、ジェネリックの浸透を受けつつも、概ね想定の範囲

内で推移していると考えております。 

一方、その他品目では他社における抗生剤の供給問題を受けまして、需要増がありました。この需

要増と一部品目で他に伸びがあったということであり、堅調に推移しております。 

以上、国内医療用医薬品の売上高としましては、主にゾフルーザの対前年での減収の影響を受ける

ことによって、820億円の実績、対前年で 63億円の減収となりました。 

他の事業別の売上高が堅調に推移する中で、この国内医療用医薬品、特に最も注力している 3品目

に遅れが生じたことに対して、非常に大きく重く受け止めておりまして、私たちなりにしっかりと
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分析を行っております。既にアクションを進めておりますが、このたびの業績修正の主要因となり

ますので、次のページから詳細について説明をさせていただきます。 

 

まず、10ページでございますが、今年度の国内事業の方針とサインバルタ、インチュニブの期初

の計画・方針を示しております。これまで決算説明会でもご説明申し上げてきましたとおり、国内

の医薬品事業につきましては、本部全体の活動をデータ化することによって、PDCA サイクルをし

っかりと回し、効果的なプロモーションを実現して、戦略品の売上増につなげる取り組みを行って

おります。このような取り組みの下、サインバルタでは慢性腰痛ガイドラインでの推奨を強みに、

インチュニブでは他剤との異なる作用メカニズムと、それに付随する有効性を訴求することで、シ

ェアの拡大を目指しておりました。 

このようなプロモーション活動の PDCA サイクルを通しまして、各品目ごとに様々なステップで

課題を認識しております。既に改善アクションを活動に反映させておりますが、売上高の進捗の改

善につながるまでには想定しているよりも若干、時間を要している状況で、先にお示ししましたよ

うな進捗の遅れにつながっていると考えております。 

それぞれご説明申し上げます。次、11ページです。 
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まず、サインバルタでございますが、こちらは発売 10年目を迎えまして、期中にもマイナス 1.5%

程度の薬価の改定もございました中で、対前年で 8.5%の伸びを達成しております。ただし、対計

画という意味では売上高、活動ともに進捗の遅れに課題が残っていると認識しております。 

今年度売上拡大を目指して、市場規模が最大で、かつサインバルタのシェアが低い慢性腰痛関連領

域について注力して、活動を行ってまいりました。器質的要因による腰痛に対する鎮痛効果を訴求

して、慢性腰痛に対する第一選択薬というメッセージを展開しておりましたが、安全性、適応症に

関する医師と患者様との説明の煩雑さから、医師の処方意欲の向上には至っておらず、このメッセ

ージの展開が遅れたと。 

この結果として、プロモーションの質・量ともに不足していたと言うことができると思います。ま

た、そうした状況を受けておりましたが、この戦略の再策定のスピード感も不足していたと言わざ

るを得ません。 



 
2020 年 3 月期第 3 四半期決算カンファレンスコール 

 
 

 

 

次、12ページでインチュニブです。インチュニブにつきましても、売上高は対前年で約 80%増と

いうことで、金額ベースではコンサータに迫るところまで伸ばしてきております。しかし、この作

用メカニズムに基づくエビデンスを訴求する力をもっと付けていかなければ、なかなかこの先行す

るコンサータあるいはストラテラからトップシェアを勝ち取ることには至らないと考えています。 

また、今年度、6月に適応追加となったこの成人市場に対しまして、小児での実績を基にスムーズ

に立ち上げることによってシェアの獲得拡大を目指しておりましたが、疾患認知及び本剤の特徴を

浸透し切れていないと。施設の採用率をここで伸ばし切れていなかったことが、この進捗遅れの主

な要因として考えております。 

また、これらの活動を推進していくにあたって必要な本部からの的確な指示や支援と、こういうこ

とに対しても足りていなかったところがあると考えておりまして、本部と現場間での連携不足があ

ったことも否めないと思います。 
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以上、13ページに、それぞれ両剤についての課題を整理しております。両剤の課題はほぼ共通で

ございまして、青字の 2点に集約されます。すなわち、伝えるべき医師に効果的なメッセージを提

供できていないことと、課題に対する打ち手を速やかに展開する柔軟性とスピード感が不足してい

たと、この 2点に尽きると思います。 

この課題に対しまして、下に箇条書きで三つ打ち手を示しておりますが、この打ち手を推進するこ

とによって、こちらも下に示しておりますが、両剤それぞれの目標値をクリアすることによって修

正計画の達成を目指してまいります。 

また、本部機能につきましては、次年度での組織改編も含めまして、強い本部を育成することに取

り組んでまいろうと動いております。 
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次、14ページでございます。続いてゾフルーザです。 

こちらは、第 3四半期の数字を受けまして、状況について改めて詳しく説明させていただきたいと

思います。今回、ゾフルーザ、計画を大きく修正させていただきましたが、まず期初の計画の前提

からご説明したいと思います。 

まず、昨シーズンには情報提供に関するご批判もございましたので、今期はまず低感受性ウイルス

を含む安全性情報の提供を第一に活動を展開させていただいております。この一環としまして、デ

ータにつきましても公表の都度、最新情報をタイムリーに提供しております。低感受性のウイルス

に関しましては、こちらは H3型の小児、特に 5歳以下といった低年齢の小児に対して検出率が比

較的高いことがありましたので、こちらは注意を促す必要があると認識しており、そのように医師

にしっかりと伝達をしていっております。 

一方で、この他の型／亜型や低年齢の小児以外の患者様では、このノイラミニダーゼ阻害薬と半々

ぐらいで使っていただけるであろうという前提で、計画を立てていたのが期初の状況でございま

す。 
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今回、結果としまして、第 3四半期の売上高としては約 4億円と、対前年で 96億円の減収となっ

ております。要因としましては、先にもご説明いたしましたが、昨年度発売直後、初の本格的シー

ズンということで初期配荷があったということ。また、1月にかなり出荷があり、処方も伸びたこ

とで需給がひっ迫するという状況によって、急遽、増産・供給体制を図ったということがありま

す。 

しかしながら一方で、その供給を図った直後に流行が早期に収束したこともありまして、この卸在

庫が多めに存在していたということがあります。この卸在庫にかかわるシーズン間、昨シーズンと

今シーズンでの特殊要因が影響した差異が、今回の 96億円の大きなところの一つであると考えま

す。 

また、それ以外では、やはり今期では 12歳未満の小児に対する学会の提言やアカデミアの論文に

関して、数多くの報道がございました。そのため、この影響も受けたものと受け止めております。 

 

次、15ページですが、私どもとしましては、この低感受性ウイルスをはじめとして、医療従事者

に対して、サイエンスに基づく正しい情報提供という活動を地道に取り組んでまいっております。

一方で、こちらスライド 15ページの左のほうに示しておりますように、この 10月-12月に関して
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見てみますと、患者数の年齢別の割合、こちらは例年どおりか、あるいは例年以上に小児の多い期

間でございました。 

このような環境下で、12歳未満の小児への慎重投与に関する学会からの提言/指針、あるいはアカ

デミア発の論文投稿に対して多く報道があったことで影響があったと思われますが、医療従事者に

対して正しい情報提供と理解の浸透という点におきましては、いまだ不十分であったと認識してお

ります。 

ただし、1月以降、こちらを見ていきますと、徐々に成人の割合が増えてきている状況でございま

す。このような状況ですので、これまで地道に続けてきました情報提供活動が実を結ぶものと考え

ております。 

 

 

一方で、今シーズン、流行という観点におきましては、かなりスポットでの流行報告というものが

多くて、全国的に面で広がっているということが、なかなか言いにくい状況でございます。また、

暖冬の影響で、今後の動向も非常に読みづらい状況でもあります。これを踏まえまして、この第 3



 
2020 年 3 月期第 3 四半期決算カンファレンスコール 

 
 

 

四半期までの出遅れと、こちら流行の状況を考慮させていただいた結果、このタイミングでマイナ

ス 100億円という修正をかけさせていただきました。 

低感受性ウイルスに関しましては、昨シーズン同様、現時点までに本剤の変異ウイルスが蔓延して

いると、こういった報告はございません。今シーズンのサーベイランスでも 1例の変異が検出され

ているのみでございまして、こちらにつきましては他剤よりも低い検出率となっております。 

また、臨床試験によって本剤の優れた特性が示されてきておりますので、改めて説明活動を強化す

るとともに、サーベイランスの経過報告も含めて、安全性情報の収集と情報提供活動に取り組みま

して、本剤の適正使用の推進と中長期的な製品価値の最大化につなげてまいりたいと考えておりま

す。 

以上が 3品目の課題と、それに対する対処方針ということで、ご説明を申し上げました。 

 

次、この状況を受けまして、業績予想の修正をさせていただきます。18ページに進みます。 

国内医療用医薬品の業績修正の修正額を示しております。これまでに、戦略 3品目についてご説明

申し上げてきましたように、この 4月-12月の実績状況を踏まえまして、サインバルタでマイナス
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20億円、インチュニブでマイナス 30億円、そしてゾフルーザでマイナス 100億円として、国内

医療用医薬品合計マイナス 150億円の減額修正とさせていただきます。 

 

次、ページを移りまして、19ページでございます。 

事業別の売上高でございますが、先に述べたこの国内医療用医薬品の減額修正 150億円に対しま

して、製造受託、ロイヤリティー収入、こちらについても進捗を踏まえまして、こちらは逆に 15

億円ずつ、合計 30億円を増額修正させていただきます。 

海外子会社/輸出のトータルにつきましては修正を行いませんが、中国の C&Oでは為替の影響が出

てきておりまして、減額させていただいております。こちらにつきましては、こちらの輸出のセグ

メントのほうで伸びがありますので、相殺するかたちによって海外子会社/輸出トータルとしては

修正を行わないかたちにさせていただきます。 

以上によって、売上高としましては、国内医療用医薬品の減額修正を埋め合わせる対処も行いまし

て、マイナス 120億円、3,550億円への修正とさせていただきます。 
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次、20ページでございますが、売上高の減額修正を受けた損益計算書を示しております。国内売

上高を減額する一方で、輸出と製造受託を増額とすることによりまして、こちら原価が若干、増額

となっております。 

経費面では、売上高が落ちる分、販売費を減額しておりまして、マイナス 40億円としておりま

す。その一方で、その他コストについてはメリハリを付けて、成長のために投下してまいります

が、これによって営業利益としましては 85億円の減額で 1,415億円、経常利益は 45億円の減額

で 1,670億円、当期純利益は 20億円の減額で 1,330億円とさせていただきます。 
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このように、コストコントロールを全体としてかけていく状況ではございますが、21ページに示

しますように、成長を目指すこの海外事業につきましては、特に米国における Cefiderocolの年度

内発売に向けて、計画どおりしっかりと準備を進めてまいります。 

その他地域と品目につきましても、こちらに海外事業の進捗状況を整理しておりますので、ご参照

ください。しっかりと進めていきたいと考えております。 



 
2020 年 3 月期第 3 四半期決算カンファレンスコール 

 
 

 

 

また、22ページになりますが、研究開発費のほうも、こちらに示すように研究所からもかなり面

白いものが継続的に上がってきておりますし、開発のほうでも注力品が着実に進展しております。

先日ご案内申し上げましたように、本年度も 3月 19日に R&D 説明会を開催いたしますので、そ

の際に他の品目も含めて詳細についてご説明いたしたいと考えております。 
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以上、23ページに業績修正のサマリーを示します。こちら、売りも各利益面も、2011年度以来の

下方修正となり、大変重く受け止めておりますが、課題については明確になっておりますので、し

っかりと対処をする。また、投資すべきものについては止めることなく、この状況を克服して成長

投資と研究開発活動を推進しながら、過去最高益を継続してまいりたいと、このように考えており

ます。 
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最後に 2枚だけ、24ページから HIV フランチャイズにつきましてアップデートをさせていただき

ます。 

まず、Dovato に関しまして、昨年 11月から 12月にかけて、欧米の各ガイドラインにおいて推奨

リストに無事掲載されました。一方、Cabotegravir、Rilpivirineの持続性注射剤につきましては、

年末になりますが、製造法に関してレターを受領しておりまして、こちら再申請に向けて ViiV社

と FDA が協議を行っているところでございます。 
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最後のスライドになります、25ページです。今後この Dovato ですが、ViiV 社、塩野義にとって

非常に需要な製品に育つものと期待しております。この Cabotegravirの注射剤も、FDAからの指

摘は、こちら下のほうに示しておりますが、製造法に関する指摘でございまして、臨床試験で確認

された安全性及び有効性におよぼすような影響ではないようですので、2020年中の承認取得を目

標に検討を進めています。 

少し長くなりましたが、説明は以上とさせていただきます。ご清聴ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

京川：以上で、スライドの説明を終了させていただきます。これより先、質疑応答に移らせていた
だきます。 

司会：最初のご質問は、シティグループ証券、山口様です。それでは、山口様、お願いします。 

山口氏：シティの山口です。一つ目の質問は、ゾフルーザのところで二つほど確認させていただき
たいんですけれども。 

一つ目は在庫のお話をいただきましたが、これは Q3の今回の 3.8億円のところで、概ねはけたの

でしょうか。あるいは、その在庫額そのものがいくらぐらい残っていたのかは、もちろん御社とし

ては実績の売りと卸在庫で分かると思うんですけれども、それがどのぐらいかがもし分かったら教

えてください。 

松尾：それでは、松尾のほうからお答えさせていただきます。まず、Q3での在庫の消化状況でご

ざいますが、こちらにつきましては、この Q3で流行時を想定した適正在庫を上回る部分の大体は

けてきたと考えております。金額につきましては、こちらにつきましては卸との関係もございます

ので、具体的な金額については差し控えさせていただきたいと思います。 

山口氏：なるほど、分かりました。あと、差っ引いた Q4なんですけれども、金額的には結構、去

年の Q4に近いような額があと残っていると思うんです、Q4分だけで見ると。つまり 170いくつ

が残っていると思うんですけれども、これは今の状況ですと在庫の部分ははけたことは分かるので

すが、流行が去年結構強烈で、あと御社のシェアが結構すごく高かった印象がありますが、これと

同じことが Q4に、今の現在の情報だと起きない可能性が高いと思うんですけれども。 

すなわち Q4もちょっとこれはいくのかなと、今期に関しては。という気がするのですが、それは

いかがでしょうか。 

花﨑：ご質問いただき、ありがとうございました。確かに 1月の流行状況を見ると少し厳しいとこ

ろもありますけれども、先ほど年齢別の割合をお示ししましたように、通常 1月以降は成人患者の

割合が 6～7割、8割程度伸びてくることと。この 12歳以上の青少年あるいは成人におきまして

は、この本剤投与後に変異ウイルスを発現した場合でも、有効性を示すというところが 臨床試験

でも証明されております。 
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また、感染症研究会の情報から、現在、変異の発生率はゾフルーザの場合 1例のみ。しかも現在の

流行の型が A型の H1が主流行というところもございますので、そういう意味で、われわれとして

は、この 12歳以上の青少年、成人患者につきましては、これからシェアは上がっていくと思って

おります。 

そういう意味で、ぜひこの数字を一つ目標にして、これから活動していきたいと思っています。 

山口氏：その患者さんのミックスが御社にとってはフェイバラブルな方向に、Q4になって変わっ

てきているということですね。 

花﨑：そうですね。現在の流行状況と、変異が実際にほとんど現れていないところも一つのポイン
トかと思います。 

山口氏：分かりました。あと二つ目に、大変恐縮なんですけれども、結局、御社の剤の中に新型コ
ロナに効きそうなものってあるのですか、理論的に。 

澤田：現状では、ゾフルーザにつきましては、やはり対象とする標的分子がコロナウイルスにはな
いと考えられていますので、ゾフルーザが効く可能性はやや低いかと思います。 

あとの HIV 等に関しましても同様ですが、実際に当ててみないと分からないところもございます

ので、これは追って、もし分かりましたらそれは発表させていただきます。 

山口氏：分からないということですね。分かりました、ありがとうございます。 

司会：次のご質問は大和証券、橋口様です。それでは、橋口様、お願いします。 

橋口氏：橋口です、よろしくお願いいたします。 

一つ目がゾフルーザの今期のご計画なのですけれども、4クォーターではどれぐらいのシェアを想

定されてこの売上予想を立てられているのかは、ご紹介いただけますでしょうか。 

花﨑：シェアにつきましては、市場マーケットに対して 50%を、一つ目安に考えております。 

橋口氏：ありがとうございます。それから 2点目は、製造受託を今回、予想を上方修正されていら

っしゃいますが、これはどの薬剤が想定に対して、どういった理由で上振れそうな状況なのでしょ

うか。 

松尾：松尾のほうからお答えさせていただきます。こちらにつきましては、ゾフルーザの輸出のと
ころが一つ要因として入っていることと。Dolutegravirの原薬につきましても、これは上期のほう

にかなり寄っていたのですが、下期 Q4のほうでまた入ってくるというところで、増額としており

ます。 
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橋口氏：ゾフルーザの輸出が上振れているのは、どういう背景かはお分かりですか。 

松尾：これは、Roche社からの発注が多くかかってきているという背景でございます。 

橋口氏：最後に、新型コロナウイルスの件なんですけれど、投資家の方々から感染症の塩野義に期
待する声をちらちら耳にするんですけれども。先ほど HIVのウイルスを当ててみるのはこれから

されるというお話がありましたが、そういった既存の薬剤が有効である可能性だけではなくて、新

規のワクチンですとか治療薬の開発等に着手されたりとか、そういったことは何かなさっていらっ

しゃるのでしょうか。 

澤田：現時点でまだ実際にウイルスそのものを入手はしておりませんので、その関係でまだ残念な
がらスタートはできていないというか、その予定は現時点ではございません。 

花﨑：感染症研究所のほうが単離したというのが 30日に報道されておりますので、われわれも最

新の情報をキャッチしながら、今後の検討を考えたいと思います。 

橋口氏：分かりました、ありがとうございました。以上です。 

司会：次のご質問は、ゴールドマン・サックス証券、植田様です。それでは、植田様、お願いしま
す。 

植田氏：ゴールドマン・サックス証券の植田でございます。1点目、ゾフルーザについて教えてい

ただきたいんですけれども。こちらはスライドの 15ページのところで、低感受性ウイルスに対す

る医療従事者の理解浸透がいまだ不十分というお話がありましたけれども。 

特にどういったところがまだ理解が得られていなくて、この 16ページでいくつか対応策をご説明

いただきましたけれども、何を特に訴求していくことで、今回、この 3クォーターから 4クォータ

ーでかなり大幅な改善を見込まれているようなのですが、実現できるのかというところを教えてい

ただけますでしょうか。 

澤田：やはり初期の頃には、ゾフルーザだけではなく、他の薬剤に対する耐性も獲得しているウイ
ルスが出現してくると思われている方もおられましたし、またそれが市中に蔓延しているというこ

とを考えておられる方々も、それは結構患者様も含めて多かったところがございます。 

ただ、私たち自身はドクターのほうにしか直接はコンタクトはできないという、その難点はござい

ますけれども、先生方に対してはそういうことではなく、決して耐性ウイルスが市中に蔓延してい

るわけではなく、先ほどお話ししましたように現時点で未投与例における発現率は、H1において

1%に満たない。 
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一方、他の薬剤に対する耐性を獲得しているパーセンテージは少し高いものもあるということも含

めまして、それをきちんと浸透させていきたいと思っていますが。まだそれが 100%は決していき

わたっていないという点で、そこを 100%にしていくと。少しでも近づける努力を今後していきた

いと考えています。 

植田氏：分かりました、ありがとうございます。2点目が HIV のところで、Dovato がガイドライ

ンで、米国で載ってからはまだあまり時間がないとは思うのですが、ガイドライン掲載の前後とか

で何か変化がありましたら、教えていただけますでしょうか。 

澤田：すみません、もう少しお時間ください。 

植田氏：分かりました、ありがとうございます。それから最後に、Cefiderocolなんですけれど

も。米国でどういった価格交渉をされているのかというところと、また欧州での償還価格について

も、だいぶ第 2四半期のご説明会でも具体的な議論が進んでいるというお話があったかと思うので

すが、もし進捗等お話しいただけるところがありましたら、お願いできますでしょうか。 

澤田：米国に関しましては、それほど皆様の期待から大きく離れるものでは多分、ないだろうと思
いますが、最終的な金額につきましては今日は控えさせていただければと思います。 

欧州につきましては、今、適宜進めている最中でございますので、これも実際に金額がいくらにな

りそうという、その着地点が見えているわけでは決してございませんので。特にヨーロッパのほう

はちょっと時間もかかるところがございますので、これも今日時点で具体的に、いくらになるとい

うことをお話し申し上げるのは難しいかと思います。ご容赦ください。 

植田氏：分かりました。欧州はちなみに大体、時間軸としてはどの辺りで価格とかが見えてくると
考えておけばよろしいですか。 

澤田：やはり通常、発売してから 1年ぐらいのタイムスパンをもって、いろんな議論が進んでいく

と見ておりますので、そういう意味では米国よりは 1年程度、ずれてやることになるかと思いま

す。英国とドイツはそれと関係なく、とりあえず市販することは可能ですけれども、実際の償還等

になりますと、やはり 1年はかかるだろうと。 

植田氏：承知いたしました。どうもありがとうございます、以上でございます。 

司会：次のご質問は、クレディ・スイス証券、酒井様です。それでは、酒井様、お願いします。 

酒井氏：酒井ですけれども。まず最初に、カボテグラビルの現状を教えていただきたいのですが。
Complete response letterが出てからあまり時間が経っていないので、ViiV 社は FDAとミーティ

ングはまだ持っていないのかなとは思うんですけれども。 
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これは、エフィカシーとかセーフティの問題じゃなくて、製造法に関するイシューであるというこ

とで考えると、いわゆる FDA の ClassⅡの再提出というんですか、 resubmissionのルールに該当

すると、大体 6カ月ぐらいのレビューと思われるんですけれども。御社はこういう認識でおられる

のかどうかということをまず一つ確認させてください。 

澤田：ViiV 社が発表している以上のことを私どもが申し上げることは、正直難しいと思っておりま

して。ただ、最終的には年内の承認を目指しているという点で、こちらご解釈いただければと思い

ます。 

酒井氏：年内というのは、2020年のカレンダーイヤーという理解でよろしいのですか。 

澤田：はい。 

酒井氏：分かりました、ありがとうございます。それからもう一つ、217なんですけれども、

SAGEの。これも昨年末はMOUNTAIN Studyで、これは非常に何かよくリリースが複雑怪奇なの

で、僕はよく理解できていなかったんですけれども。 

要は 20と 30ミリがあって、5本ぐらい入っているようですけれども、試験が。結局プライマリー

エンドポイントにミートしなかったということで発表がありましたけれども、今回の御社のデータ

というか、資料ですと、国内で PhaseⅡをおやりになるという話だと思うんです。 

これは、例えばMOUNTAIN Studyのデータを既にご覧になっていて、ある程度日本でどうやれば

いいのかということを既にお決めになっているのか。例えばドーズだと 30ミリですよね、多分、

向こうできちんとエフィカシーを確認されているということでいうと。その辺の今後の進め方につ

いて、何かご示唆いただければありがたいんですけれども。 

それから最後、もう一つあるんですけれども。もう一つはゾフルーザですが、国内は分かりまし

た。ただ、海外で Rocheがこの 10-12月で確か 2ミリオンスイスフランぐらいしか売っていない

と思うんですけれども、この状況は御社にとってかなり期待外れじゃないかと思うのですが。仮

に、さほどインフルエンザがはやっていなかったとしても、この辺の認識をどうお持ちなのかとい

うことを教えてください。 

澤田：まず、217のほうですけれども、実際に今回の結果が出る前から PhaseⅡは実施する予定に

しておりましたので、その計画については今回のデータを見ても変更すべきとは考えておりませ

ん。 

海外のほうがこの後、FDAといろいろ議論をした上で、どういうふうに進めていくかを決定して

くることになると思いますので。その中で、グローバルなパッケージとして見たときに、お互いに
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共有できるものがあるようなかたちに、できるだけしていきたいと考えている、そういう状況で

す。 

酒井氏：私の記憶が正しければ、もともと日本での商業価値を最大化するために日本で PhaseⅡ

を、この試験結果、MOUNTAINの結果にかかわらずやりますというのは、事前の決定であったと

いう理解なのですが、それでよろしいですか。 

澤田：さようでございます。 

酒井氏：分かりました。 

花﨑：Rocheのアメリカにおけるセールスですけれども、B型がかなり進んでおりましたけれど

も、最近 B型とそれから A の H1型というところが主流になっております。そういう意味では、低

感受性株というところを考えますと、ゾフルーザにとってはフェイバラブルな流行のパターンでは

ないかとは考えております。 

酒井氏：そうすると 1月、2月はまだある程度期待できると。そういうことですか。 

花﨑：そうです。そこはこれから。 

酒井氏：分かりました。どうもありがとうございます。 

司会：次のご質問は、モルガン・スタンレー証券、村岡様です。それでは、村岡様、お願いしま
す。 

村岡氏：モルガン・スタンレー、村岡です。よろしくお願いします。Rocheの決算だと 2019年 1

年間でグローバルで 10ミリオンスイスフランしか売れていなかったと思うのですが、アメリカで

8ミリオンか。それに絡めて、Rocheからの受注はしっかりきているということは、仮に Roche

ベースの売上がそんなに小さくても、この 1月以降きっちり、特にアメリカ中心に海外ではまあま

あ期待できる状況に今、なっているというのが先ほどのＡ型、Ｂ型の議論も含めて、そういうこと

でよろしいということですよね。 

松尾：はい、そうです。 

村岡氏：分かりました。次に業績、この今後 3カ月終わった後、どう着地させるかの話なんですけ

れども。引き算した第 4クォーターの R&D 費と販管費、御社のいつものコストコントロールの力

を考えると、ここは今回、数字を減らしていますけれども、もう少し抑制できる余地はあるのかな

と見受けられまして。仮にゾフルーザ、50%シェア、1-3月国内で達成できなくても、ここのコス

トのところでかなり調整は可能という理解をしても大丈夫でしょうか。 
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花﨑：その点につきましては、将来投資ということで、今回コストのところに入れておりますけれ
ども。もちろん、ゾフルーザの売れ行き等によって影響が出てきた場合は、最終的な利益項目のと

ころ、先ほどお示ししましたように過去最高益というところを会社としては目指していきたいと思

っております。 

村岡氏：分かりました、ありがとうございます。最後なんですけれども、4月末ですよね、確か次

の中期計画をご発表予定で。今期のこの今の状況を考えた上で、中計で成長戦略を示すとすれば、

例えば今、言えること、言えないことがあるのは分かっているつもりなんですけれども、どういう

ことに期待させていただくのがよろしいのでしょうか。ヒントだけでもいただけると助かります。 

澤田：すみません、ヒントは 3月に。 

村岡：では、R&Dミーティングで、なかなか面白いものがどんどんと効いてくると。そういうこ

とですね。 

澤田：はい。3月を楽しみにしていただければと。 

村岡：分かりました。ありがとうございます、以上です。 

司会：次のご質問は、野村證券、甲谷様です。それでは、甲谷様、お願いします。 

甲谷氏：野村證券の甲谷です。1点目はやっぱりゾフルーザなんですけれども、すみません、私、

途中聞こえていなかったので重複するかもしれませんが。 

国内、15ページのこの年齢別の処方シェアを見ていますと、ゼロから 9歳が減るのは、これはし

ょうがないかなと思うんですけれども。10歳以上、20歳以上でも結構、多分これはシェアが減っ

ているんじゃないかなと思うのですが、これを見る限り、やっぱり変異の話がかなり曲がったかた

ちで伝わったんじゃないかなと思うんですけれども。 

今後、今年の予想だと、さらにその先の予想を考えるにあたって、この変異の話、I38ですね。こ

れをどう解決していくのかが正直、見えないんですけれども。これ、やっぱりウイルスの I38変異

というものが出ますけれども、ドミナントにはならないというのが長い時間をかけて分かるのに、

どのぐらいの時間がかかるのか。それがまたお医者さんに膾炙していくのにも結構、時間がかかる

ような気がするんですけれども。 

まず、I38自体がドミナントにならないという認識なのか、それとその後の、どういうふうにして

この情報が伝播していくのか。これは多分、このままだとあまり来年以降もそんなに増えないんじ

ゃないのかなと心配になってしまうのですが、この辺の考え方について教えていただけますでしょ

うか。これが 1点目です。 
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澤田：おっしゃるとおり、かなり誤った認識が拡大していたのは事実で。最初のほうにちょっとお
話しさせていただいたのですが、ゾフルーザを投与することによって他の薬剤も全く効かないよう

なウイルスが発現して、それが広がってしまうのではないかという、その二つの恐れが相まって拡

散されていったところがあります。 

他の薬剤についても効かないようなものかといいますと、いわゆる抗菌薬の場合は排出ポンプのと

ころで変異が入ると、かなり複数の薬剤にクロスして耐性が発現するんですけれども。ウイルスの

場合はウイルスにおける標的分子に効く、効かないという話ですので、そこで変異が起きたからと

いって、他のクラスの薬剤に対する耐性を獲得するわけではありませんので、そういう意味では、

多剤耐性ウイルスはなかなか発現しにくい領域であるとは考えています。 

それに加えまして、変異が入ったウイルスは従来の野生型と比較したときに、増殖能が低いか、あ

るいは同じぐらいのウイルスということになりますので。実際に蔓延しようと思いますと、野生型

よりもむしろ感染力が強いウイルスが出てこないといけないことになりますので、そういうことを

考えると、この変異株がドミナントになることは考えにくいということが言えるだろうと。 

実際に昨年、400万人以上の患者さんに使っていただいても、今年の実際の発生を見ていただくと

現時点で H3、母数は少ないですけれども、そこで実際に変異ウイルスに感染された方は現時点で

は見つかっていませんし、H1においても現時点で 0.3%、1例のみということで。そういう意味

で、蔓延するリスクについては、少なくともこの 1年間のデータでかなりリスクが低かったと感じ

ていただけるのではないかと思っております。 

甲谷氏：これは今、東京大学のカワオカ先生のリリースというのか、今読んでいる本剤耐性ウイル
スの型が本剤感受性のもともとのウイルスの増殖能が高くなければなりません。これまでのとこ

ろ、そのようなことは見つかっていませんと。その後に、したがって成人ではとても効果が高い薬

剤ですと書いてあるので、ある意味、先生のところでもそういうことを書かれている。こういうの

が広がっていけば、もうちょっと持ち直す可能性があるというかたちですか。 

澤田：そうですね。ハイリスクのデータも間もなく公表できるようになりますので、そういうもの
を含めて、どういうデータがあるのかをきちんとご説明していくことが大切だと考えております。 

甲谷氏：分かりました。2点目、ゾフルーザのアメリカなんですけれども。第 3四半期の Roche

のカンファレンスコールでは、ゾフルーザに関して結構、前向きな発言があったんです。それは何

をおっしゃっていたのかというと、どうやら新薬ってあっちでは紳士協定があって、承認されてか

ら 6カ月以内には DTCをやらないよねという、そういう昔からのあれがあるんですけれども。今

回はもうそれはないしと、ハイリスクも取れるので、結構 DTCもやると。 
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確かに調べてみると、10月末にコマーシャルキャンペーンとかをやっていたんですけれども、そ

れでもちょっと売上、今どういう売上になっているのかはあれですけれども、あまり売れていな

い。 

これ、何でアメリカで売れていないのかという、この理由なのですが、これも変異の話なのです

か。それとも別に Genentechさんのほう、Rocheさんのほうであまり力が入っていないのか。何

か他にも理由があるのでしょうか。 

澤田：変異は実はほとんど問題になっておりません。実際に CDCにおいてもリコメンデーション

の中に入っておりますし、そういう点では変異が問題になっているためにシェアが低いという話で

はありませんで。 

むしろこれは、米国市場において、完全にジェネリックが出てしまっている市場の中で、ブランド

品が入っていくときに、ある程度覚悟しなければいけないところかなと考えております。 

ハイリスクに関しましても、まだ完全にペーパーとして出るまでは CDCのこのリコメンデーショ

ンの文言の中には入らないと聞いておりますので。これが公表されてきますと、またそこの CDC

のハイリスクに対するリコメンデーションも強化されると考えておりますので、そういうことも含

めて中長期的に伸ばしていってくれるものと期待しております。 

甲谷氏：あと 3点目、最後なんですけれども。3月にこれは教えていただけるかどうか、知りたか

ったんですけれども。これは確か何かワクチンのお話がどこかで出てくると思うのですが、これは

どういう品目なのかは、これは 3月には教えていただけるということなのでしょうか。 

澤田：はい。そうさせていただきます。 

甲谷氏：ありがとうございます。 

京川：ありがとうございます、京川です。まだご質問をいただいているようなのですが、既に時間
を超過しておりますので、追加のご質問は弊社の広報部のほうでいただければと思います。大変申

し訳ございません。 

それでは、以上で質疑応答の時間を終了させていただきます。どうもありがとうございました。 

［了］ 

 


